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◎ごあいさ2

19餌年、当時の神戸大学、甲南大学等の学生オーケストラの首席秦者達が芦屋市浜町の

故橋本宗夫氏宅に集まり、以来邦年間に亘って弦楽アンサンブルの活動を続けてまいり
ました。本年は新しい世紀に入ったこともあり、年初にはドイツを訪問し、あこがれの
バンベルク交響楽団メンバーと共演致しました。また今回は管楽器の皆様の応援もいた

だき、新たな曲に取り組む機会を得ました。
これからも皆様に愛される合奏団をめざしてアンサンブル活動を続けていく所存でござ
います。皆様のご声援に深く感謝致します。

2001年11月　　芦農室内合奏団　団長　青柳　良
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◎本日の演奏曲目について

20世紀：

芥川也寸志　弦楽のための三楽章（1953）

かつてのN響アワーの壌ふみの相手役として記憶され
ている方が多いかもしれなl、芥川也寸志（1925－89）の事
いたショスタコーヴィチもどき。オスティナート（＝しつ

こい反復）書法は好悪の分かれるところだろうし、いか
にもまだ社会主義というものが夢を与えてくれていた時
代の作品（最初の出版は「ソ連国立出版局」）という感
じだけれど、そもそもショスタコーダイチと体制との関
係からして実は微妙なものだったのだし、社会主義とい

う中身は別にして、夢のフォルムそのものは現在でも有
効なのだから、やっぱりこれは今でも名曲なのである。
芥川は社会と膏薬を繋ぐことをつねに望んでいた。しか
しGLAYを聴き携帯電話をもてあそぶいまどきの若年プロ
レタリアート（？）たちはこの曲をどんなふうに聴くのだ

ろう？・第2楽章のみが副題をもつが、これは娘のため
のr子守歌Jだそうである。

ほとんど19世紀：

ベートーヴェン　ピアノ協奏曲第2番　変口長闇　Op．19（1795）

ボンというのは田舎町である。どれくらい田舎かという
と、まず自転車で快適に走れる。ライン河畔の道など実
に気持ちよい。そして中心部から15分も自転車で走ると、

馬に牽かせた荷車に農家のおじさんがのんびり乗ってい
たりするくらい田舎なのだ。まあヨーロッパの街の成り
立ちからしてこの点はいずこも似たようなものなので、
これをもってボンのイナカ性の証左とするのは公平を欠

く。でもやっぱりボンは田舎である。ほんの10年ちょっ
と前までの40年ほどはたまたま西ドイツの首都だったり
したが、首称こなっちやったりするはるか以前、ルート

ヴィヒくん（1770－1827）はその田舎町で生まれ育った。

そのルートヴィヒくんが二十歳で大都会ウィーン（これ
もいまでは気だてやさしい音楽フアンを中心とした観

21世紀：

アパート　エレジー　【世界初演】（2001）

トロンボーン奏者として出発し、管弦楽指揮法でカンサ
ス大学の博士号をとったドナルド・L・アパート氏（1953－）

は、現在クラーク・カレッジ管弦楽団の音楽監督兼指揮
者として、教育・指揮活動にカを入れている。当団コン
サートマスターがアパート氏と縁があり、芦屋室内合奏

団はこれまでに氏の作品r夢のようにj　…h血eS軸

daD側がを1998年、rガラスごしの軌　Ⅶma伽金

D血が●を1999年に、いずれも日本初済している。今回の
rェレジーJは芦屋室内合奏団のために新たに幸かれた

もので、本日の演奏が世界初演となる。今回の演奏にあ
たってアパート氏から寄せられたメッセージは次ページ

をご覧いただきたい。

冒頭すぐにヴァイオリンに現れる旋律は、かつてアパー
ト氏が青いたオルガンと合唱のための復活祭用の作品か

18世紀：

モーツアルト　交響曲第40番　ト短調　（17竃8）

モーツアルト（1756－91）の、いまさらコメントを書くの

もどうかと思うような有名な曲、名曲である．小林秀雄
のr疾駆する悲しみ」をはじめとして、さまざまな言葉
におおいつくされている曲であってみれば、私たちとし

光客に依存する立派なド田舎町だが）に出て、ピアニス
トとしてデビューしたときに弾いた自作の協奏曲がこれ。
出版順から第2番となっているが、実はベートーヴェン
の最初のピアノ協奏曲作品である。つまり田舎者の若書

きだ。それでもれっきとしたベートーヴェンであるこ
とは掛ナぱ分かる。（どちらかというとまだいかにも18

世紀に属する作品であるのだけれど、今回のコンサート
は18世紀から21世泉までお取り揃え！などといって喜ん
でいる私たちとしては、むりやり　rほとんど19世紀Jと
いうことにしてしまう。）なお、本日演奏されるカデン
ツアは若きピアニスト・ベートーヴェンがデビューの際
に弾いたものではなく、ヴイルヘルム・ケンプによるも
のである。

らとられており、そこではr詩篇22Jのテクストが付さ
れていた。「詩篇22Jは、十字架上のイエスの青菜を先
取りするものとされるrわが神、わが神、なぜわたしを
お見捨てになるのか。なぜわたしを遠く離れ、救おうと
せず、坤きも青菜も聞いてくださらないのか…」という
青菜にはじまる。rエレジー」という曲全体を覆ってい

る雰困気はr悲歌」を意味するそのタイトルに集約され
ているが、この詩篇のテクストとも無関係ではないとい

うことになる。
なお、アパート氏について関心を持たれた方は、
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叫伽ww．卿縫合．¢咄如血／如匹止血1
などをご参照いただきたい。

てはそれだけじかに音楽そのものと向き合いたくなって
くる。なお、本日の演奏では、クラリネットの入らない
第1稿を用いている。

（阿部卓也）



「エレジー初演にあたってのアパート氏からのメッセージJ
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〈エレジー〉は芦屋室内合奏団に献呈します。同団とその聴衆の方々が以前の私の2つの作品（r夢のよう
に」とrガラスごしの軌）に対して示してくださった御好意が、この新作を書こうという気にさせてくれ
ました。この12年ほど、指揮と教恥こ忙しく、作曲活動が出来なかったのですが、私の良き友人、鳥丸安雄1
直子夫妻の熱心な勧めがこの作品を書くきっかけとなったのです。酒井先生と彼の優秀なプレーヤー達には
くエレジー〉世界初済のための練習に時間を割いて頂き、大変喜ばしく光栄に患います。ただ一つ残念なこ
とは初演に立会ってその感動を分かち合うことができないことです。でも私の心はあなた方と共にあるでし
ょう。青葉では伝えられないがゆえに音楽で私が蘇ったことによって、あなた方の心が動かされますように。
私の音楽に生命を吹き込み、それを神戸の方々と分かちあってくださることに対して、改めて御礼申し上げ
ます！あなた方のコンサートの録音を聴かせていただける時を心待ちにしております。（釈：阿部卓也）

◎ピアノ独奏　革甲草子

国立音楽大学器楽科ピアノ専攻卒業。岡原慎也、拝田正機、長谷川香織、長谷川悟の各氏に師事。
公開レッスンにて、リア・デ・パルベリー、パンチョ・ウラディゲロフ、ノーマン・シェトラ、

迫昭嘉、クラウス・シルデの各氏の指導を受ける。1999年ウィーンにてインゴマ一・ライナー

教授のセミナーに参加。「期待される青少年コンサートオーディション」「ピアノ連盟オーディ
ションJr中国ユースピアノコンクール」等にいずれも入賞。

2000年、2001年東京にて「ライン・カンマーアンサンブル」と共演。ソロ活動とともに室内楽の

演奏にも積極的に活動し好評を得ている。現在、福山・府中に根拠地を移し演奏活動を続けて
いる。

◎指揮者　酒井嘩雄

桐朋学園高等学校音楽科を経て1971年桐朋学園大学卒業。指拝を斉藤秀雄、秋山和慶両氏に、
クラリネットを北爪利世、二宮和子、F．フックス各氏に師事。71年より相愛オーケストラ

指揮者、77年ザルツブルクにて0．スイトナー氏に師事。同年、東京にてS．チェリビグッ
ケ氏のゼミナールに参加。2㈹1年には芦屋室内合奏団を率いてニューイヤーコンサートをド

イツ・バンベルク交響楽団団員とともに開催し好評を博す。現在、相愛大学教授として音楽
専門家の育成にあたる傍ら、74年より芦屋室内合奏団音楽監督、岐阜交響楽団常任指揮者、
90年より高知室内管弦楽団措辞者をつとめる等、アマチュア合奏団の発展にも尽力している。

◎芦屋室内合奏団

音楽監督：酒井睦雄　　Vn：鳥丸安雄　阿部卓也　播磨純一　福永千江子　三瓶政一

団　長：青柳　良　　　　福永精一　青柳　良　黒川美恵子　児玉七恵　藤本恭子
コンサ小マスター：鳥丸安雄　　　Va

マネーシ○ヤー　：福永精一　　　Vc

部　　長：中田和夫　　　CB

河野建一　中田久仁子　大内隆一　竹村久美子

鳥丸直子　宮崎晴夫　中井敏雄

中田和夫

Fl：小枝周一　馳：棄崎宏意，金遣ひかり　Fg：遠藤克我，林美智子　敗：福里美弥，阿部陽子

次回演奏会お知らせ：芦屋室内合奏団　春のバロックコンサート
2002年4月7日（日）13：00～　西宮プレラホール（プレラにしのみや　5階）


